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二
十
歳
の
抱
負

　

二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
門
出
を
祝
し
、
１

月
３
日（
土
）、
せ
と
う
ち
交
流
館
で
令
和
８
年
二
十
歳

を
祝
う
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、30
名（
弓
削
地
区
13
名
、生
名
地
区
５
名
、

岩
城
地
区
12
名
）が
出
席
し
、
参
列
者
ら
が
二
十
歳
を
迎

え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
上
村
町
長
が
式
辞
を

述
べ
ら
れ
、
来
賓
を
代
表
し
て
上
島
町
議
会
議
長
の
前

田
省
二
様
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
祝
電
披
露
の

あ
と
二
十
歳
代
表
の
山
尾
倫
代
さ
ん（
弓
削
）に
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
岡
本
千
佳
さ
ん（
生
名
）
か
ら
答

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
出
席
者
に
よ
る
記
念
撮
影
に
続
き
懇

談
会
が
行
わ
れ
、
お
祝
い
動
画
の
上
映
、
自
己
紹
介
・

近
況
報
告
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
写
真
を
撮
り
合
う
な
ど
会
場
は
楽
し
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ

た
皆
さ
ん
の
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。　

令
和
８
年 

二
十
歳
を
祝
う
会
　

夢
を
叶
え
る
た
め
に
、
日
々
支
え
て

く
だ
さ
る
方
々
に
感
謝
し
、
頑
張
り

ま
す
。　　
　
青
木
　
颯
大 

（
弓
削
）

今
ま
で
温
か
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

家
族
や
友
達
、
先
生
方
、
上
島
町
の

地
域
の
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま

す
。　
　
　
　
尾
﨑
　
陽
　 

（
弓
削
）

周
り
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
勉
強
と
部
活
、
両
方
頑

張
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　 

北
舛
　
粋
生 

（
弓
削
）

２
年
後
に
国
家
試
験
を
合
格
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　 

坂
上
　
由
梨
那 

（
弓
削
）

病
気
を
せ
ず
に
、
勉
強
を
活
か
し
て

就
職
す
る
。
澤
田
　
奈
穂
　（
弓
削
）

自
立
し
た
大
人
に
な
る
。

　
　
　
　
　
田
中
　
未
都
　（
弓
削
）

（
敬
称
略
）

答  辞　　岡本 千佳さん

記念品　　山尾 倫代さん

上村町長 式辞

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
德
岡
　
桜 

　（
弓
削
）

４
月
か
ら
海
光
園
で
働
く
の
で
、
地

元
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
　
　
地
本
　
陽
菜
（
弓
削
）

20
歳
に
な
っ
て
、
責
任
を
持
っ
た
行

動
を
と
っ
て
、
後
悔
の
な
い
人
生
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
中
川
　
友
花
（
弓
削
）

体
調
管
理
を
怠
ら
ず
、
元
気
に
過
ご

す
。
　
　
　
中
西
　
那
愛
（
弓
削
）

将
来
に
向
け
て
、
勉
強
を
今
ま
で
以

上
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
益
田
　
侑
佳 

（
弓
削
）

強
さ
と
柔
ら
か
さ
を
あ
わ
せ
持
つ
、

柔
剛
さ
を
備
え
た
社
会
人
に
な
り
ま

す
。
　
　
三
木
本
　
泰
雅
（
弓
削
）

本
日
無
事
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

夢
に
向
か
っ
て
今
、
大
学
生
活
を
思

う
存
分
楽
し
み
た
い
で
す
！
！　
　
　
　

　
　
　
　
　
山
尾
　
倫
代
（
弓
削
）

弓
削
地
区
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生
名
地
区

こ
こ
ま
で
育
て
て
き
て
く
れ
た
家

族
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々
に
感
謝

し
て
、
こ
れ
か
ら
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
池
田
　
優
衣
　（
生
名
）

今
年
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
仕
事

を
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
池
本
　
有
沙
　（
生
名
）

今
日
を
無
事
に
迎
え
ら
れ
た
感
謝
を

忘
れ
ず
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
岡
本
　
千
佳
　（
生
名
）

国
家
試
験
に
向
け
て
実
習
や
勉
強
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
濱
田
　
涼
雅
　（
生
名
）

健
康
第
一
で
、
自
分
の
夢
を
叶
え
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
る
。

　
　
　
　
　
村
上
　
碧
　
　（
生
名
）

▲ 岩城地区　自己紹介 ▲ 弓削・生名地区　自己紹介
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立
派
な
大
人
に
な
り
ま
す
！

　
　
　
　
大
本
　
う
ら
ら
　（
岩
城
）

二
十
歳
と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
立
派
な
大
人
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
亀
井
　
祐
希
　（
岩
城
）

自
分
が
な
り
た
い
職
に
つ
け
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
黒
瀬
　
大
和
　（
岩
城
）

４
月
か
ら
美
容
師
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
白
石
　
夕
斗
　（
岩
城
）

社
会
福
祉
士
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
島
本
　
日
桜
　（
岩
城
）

二
十
歳
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
社

会
に
出
て
も
大
丈
夫
な
生
活
を
送

る
。
　
　
　
新
川
　
祐
樹
　（
岩
城
）

立
派
な
大
人
に
な
る
！

　
　
　
　
　
浪
本
　
美
咲
　（
岩
城
）

健
康
的
な
一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
に

努
力
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
西
本
　
菜
々
　（
岩
城
）

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

て
、
長
く
健
康
に
す
ご
す
。
　

　
　
　
　
　
深
水
　
珠
寛
　（
岩
城
）

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
責
任

の
あ
る
行
動
を
心
が
け
る
。
　

　
　
　
　
　
松
浦
　
優
詩
　（
岩
城
）

社
会
人
と
し
て
規
律
あ
る
大
人
に
な

り
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
村
上
　
貴
則
　（
岩
城
）

立
派
な
大
人
に
な
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
山
本
　
樹 

　 

（
岩
城
）

岩
城
地
区

※
二
十
歳
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、
ご
回
答
い

た
だ
い
た
方
の
み
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。　
　



【
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
】
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良
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
日
々
新
た
な

発
見
と
成
長
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

祈
っ
て
い
ま
す
。

　
希
望
に
満
ち
た
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん

で
く
だ
さ
い
。

今
治
市
立
大
西
中
学
校

　
　
井
上
　
チ
カ
子
　（
岩
城
中
恩
師
）

　
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
緒
に
学
ん
だ
日
々
は
先
生
に
と
っ

て
も
学
び
の
多
い
時
間
で
し
た
。
ど
ん

な
時
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
一
笑
懸
命
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　今
治
市
立
近
見
中
学
校

　
　
兼
頭
　
佑
輔
　（
弓
削
中
恩
師
）

　
二
十
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
周

り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
自
分
が
進
む
道

に
自
信
を
持
っ
て
前
へ
進
ん
で
い
っ
て
く

だ
さ
い
！
　
　

　
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
ま
す
♪

今
治
市
立
西
中
学
校

　
　
野
間
　
祥
子
　（
岩
城
中
恩
師
）

す
。

　
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

上
島
町
で
得
た
も
の
を
種
に
葉
を
広
げ
、

地
域
、
日
本
、
世
界
の
一
員
と
し
て
花
を

咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
可
能
性
あ
ふ
れ
る
み
な
さ
ん
の
活
躍
が

楽
し
み
で
す
。

　上
島
町
立
岩
城
中
学
校

　
　
月
岡
　
直
子
　（
弓
削
中
恩
師
）　

当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た

           

恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ兼頭先生からのVIDEOメッセージ



内
臓
を
下
か
ら
支
え
て
い
る
「
骨
盤
底

筋
」
と
い
う
筋
肉
群
を
鍛
え
る
こ
と
が

効
果
的
で
す
。
即
効
性
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
毎
日
続
け
る
こ
と
で
尿
も
れ
の
予

防
・
改
善
が
見
込
め
る
た
め
、
ぜ
ひ
や

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

● 

腹
式
呼
吸
　

①
椅
子
に
深
く

　
座
り
、
足
裏

　
を
床
に
つ
け
、

　
背
筋
を
伸
ば

　
す
。

②
両
手
を
お
な

　
か
に
当
て
、

　
鼻
か
ら
大
き
く
息
を
吸
う
。こ
の
時
、

　
お
な
か
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
を

　

意
識
す
る
。

③
息
を
吸
う
時
の
２
倍
の
時
間
を
か
け

　
て
、口
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
吐
き
出
す
。

● 

骨
盤
底
筋
体
操

①
仰
向
け
に
寝
転
び
、
足
を

　
腰
の
幅
に
広
げ
る
。
足
裏

　
を
し
っ
か
り
と
つ
け
た
状

　
態
で
膝
を
立
て
、
両
手
は

　
体
の
横
に
添
え
る
。

②
息
を
吸
い
な
が
ら
お
尻
を
持
ち
上

　
げ
、
肛
門
と
尿
道
を
キ
ュ
ッ
と
力
を

　
入
れ
る
よ
う
に
締
め
、
５
秒
維
持
す

　
る
。

③
息
を
吐
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
お
尻

　
を
下
ろ
し
、
全
身
の
力
を
抜
く
。

　
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
や
重
い
物
を
持

っ
た
時
な
ど
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
起
こ

る
尿
も
れ
。
加
齢
に
よ
る
筋
力
低
下
や

膀
胱
・
尿
道
の
病
気
な
ど
、
考
え
ら
れ

る
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
か
し
、

『
ま
だ
若
い
か
ら
大
丈
夫
！
』
と
思
っ

て
い
る
人
も
油
断
は
禁
物
。
慢
性
的
な

運
動
不
足
で
、
十
分
に
筋
肉
が
発
達
し

て
い
な
い
若
者
も
多
く
、
10
代
か
ら
尿

も
れ
に
悩
む
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。生
活
習
慣
や
自
律
神
経
の
乱
れ
、

ス
ト
レ
ス
や
座
る
時
間
が
長
い
こ
と
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
よ
り
、
若
年
層

で
も
尿
も
れ
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

【
切
迫
性
尿
失
禁
】　

　
尿
が
さ
ほ
ど
溜
ま
っ
て
い
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
急
な
強
い
尿
意
を
感
じ
、

我
慢
し
き
れ
ず
に
尿
が
も
れ
て
し
ま
う

状
態
で
す
。
過
活
動
膀
胱
や
膀
胱
結
石

な
ど
の
原
因
に
よ
り
、
膀
胱
自
体
が
無

意
識
に
収
縮
す
る
こ
と
で
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
見
直
し
や

内
服
治
療
な
ど
で
改
善
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
溢

い
つ
り
ゅ
う
せ
い

流
性
尿
失
禁
】

　
自
分
の
意
思
で
は
尿
が
出
せ
ず
、
膀

胱
い
っ
ぱ
い
に
溜
ま
っ
た
尿
が
徐
々
に

健康だより健康だより 生名支所健康推進課 ☎7４‒0911　
魚島保健福祉センター ☎74―1120

　
　
若
く
て
も
要
注
意
！

　
気
を
つ
け
た
い
尿
も
れ

○
尿
も
れ
の
種
類

も
れ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。
前
立
腺
肥

大
や
膀
胱
収
縮
力
の
低
下
な
ど
の
原
因

に
よ
り
、
尿
が
出
に
く
く
な
る
排
尿
障

害
が
生
じ
、
膀
胱
内
の
残
尿
が
あ
ふ
れ

て
し
ま
う
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
放
置

す
る
と
腎
臓
の
機
能
低
下
が
進
み
、
透

析
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
機
能
性
尿
失
禁
】

　
膀
胱
や
尿
道
自
体
に
問
題
が
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
認
知
症
や
運
動
機
能
障

害
な
ど
に
よ
り
、
ト
イ
レ
に
間
に
合
わ

ず
に
尿
が
も
れ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。

排
尿
機
能
は
正
常
で
あ
る
た
め
、
生
活

環
境
や
介
護
方
法
の
見
直
し
に
よ
り
、

改
善
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
腹
圧
性
尿
失
禁
】

　
咳
を
し
た
時
や
体
を
起
こ
し
た
時
な

ど
、
お
腹
に
力
が
入
っ
た
時
に
意
図
せ

ず
尿
が
も
れ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。
加

齢
や
肥
満
、
運
動
不
足
な
ど
の
原
因
に

よ
り
、
膀
胱
や
周
り
の
筋
肉
を
支
え
て

い
る
骨
盤
底
筋
が
緩
む
こ
と
で
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
腹
式
呼
吸
や
骨
盤

底
筋
体
操
を
実
施
す
る
こ
と
で
改
善
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
尿
も
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
骨
盤
の

底
に
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
に
広
が
り
、

　

長
時
間
の
移
動
や
運
動
の
際
な
ど
、

な
か
な
か
ト
イ
レ
に
行
け
な
い
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。『
ト
イ
レ
が
心

配
だ
か
ら
外
出
が
苦
手
』
と
い
う
方
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
時
に
活
躍
す
る
の
が
、
吸
水
シ
ー
ト

や
吸
水
シ
ョ
ー
ツ
な
ど
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

用
品
で
す
。
性
別
や
吸
水
量
、
素
材
や

目
立
ち
に
く
さ
な
ど
、
幅
広
い
選
択
肢

か
ら
選
べ
る
よ
う
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
多

数
の
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

分
に
合
っ
た
エ
チ
ケ
ッ
ト
用
品
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
毎
日
を
快
適
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。　

　　
エ
チ
ケ
ッ
ト
用
品
の
こ
と
や
使
用
方

法
な
ど
に
関
す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
尿
も
れ
対
策
に
効
果
的
な
動
作
・

　
運
動

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
！

　
　
　
　
　
　
エ
チ
ケ
ッ
ト
用
品

出
前
講
座

問
い
合
わ
せ
先

上
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
７
６
‐
２
２
６
１
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2月 健康相談・各種教室・健診ガイド
★印は、健康ポイント10Ｐ獲得できます　　

元気アップ体操

　健康推進課では、町内4つの小学校校歌をつないだメロディの
体操、「校歌でつなぐ！健康の架け橋～歌と体操と笑顔の時間～」
を企画・制作いたしました。
　幼少期から何度も耳にしたおなじみの校歌に合わせて全身をバ
ランスよく動かすことができる体操です。各小学校の児童や地域
の皆さまがモデルとして参加し、町のCATVで放送中です。元気
で活気あふれるまちづくりを目指し、撮影にご協力いただいた皆さ
まに心から感謝申し上げます。
　ぜひこの体操を、皆さまの日々 の健康づくりにお役立てください。

ーすきま時間体操ー

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 11 チ ャ ン ネ ル で
火・ 木・ 土　13 時・18 時 放 映 中！

♪１ 朝日ににおう立石の

弓削地区　

健康相談★

17日(火) 10:00 ～ 11:00 生名総合支所

生名地区

健康相談★

 3日(火) 10:00 ～ 11:00 岩城総合支所２階

デイケア★

18日(水) 13:30 ～ 15:00 岩城保健センター

岩城地区

弓削保健センタープレイルーム開放日

毎週金曜 9:00 〜 15:00 弓削保健センター

健康相談★

10日(火) 9:30 〜 10:30 せとうち交流館

健康相談★
17日(火) 10:00 ～ 11:30 魚島地域交流センター

魚島地区　　

❶ 腕を伸ばし手を組み、
　 頭上まで伸び上がる
❷ 身体を左右に倒す

 モ デ ル 募 集 は 今 後 も 随 時
行 い ま す 。 ご 協 力 い た だ け
る 団 体 ・ 個 人 の 方 は 健 康 推
進 課（ ☎️ 7 4 − 0 9 1 1 ）ま で
お 気 軽 に お 問 い 合 わ せ く だ
さ い 。

校歌でつなぐ！健康の架け橋①

♪２ そびえる岩が呼んでいる
❶ 腕を返して手を組み、
　 頭上まで伸び上がる
❷ 身体を左右に倒す　

♪３ みんなそろって
　　たくましく

❶ 四股ふみ

♪４ 大空あおぐ元気な子
❶ 腕を体の前でくるく
　る回しながら、体の
　前屈と伸び上がり

♪５ きょうも楽しい生名小学校
❶ リズムよく手足を出し引く
❷ 全身で「パー」から「グー」
❸ リズムよく手足を出し引く
❹ 全身で「グー」から「パー」

※来月は「岩城小学校」の体操をご紹介します。

❶❸

❷❹

生名小学校のメロディーに合わせて
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　こんにちは。ゆめしま寮ハウスマ
スターの藤野です。11月３日、岩
城のしましま農園に野菜収穫に行
ってきました。

　畑の中を１歩進むと新しい野菜
に出会い、その度に手に取って説
明してくれる原田さん。
　「日本ピーマンと西洋ピーマンが
あるんだぁ」「こどもピーマンもあ
るの?ししとうと似てるね」「茎の
切り口からゴマの匂いがするー！」
とワクワク笑顔の寮生。店頭に並
んでいる姿しか知らないのでオク
ラが上向きになっているのにもビッ
クリ！
　寮に戻ってきたら、早速メニュ
ー会議。材料は買い出し班がAコー

プへ。さあ！分担して料理開始。収
穫してきたばかりのピッカピカの
野菜で作った、野菜ピザ、青椒肉
絲、なすのチーズ焼き、煮びたし、
サラダはどれも絶品でした。美味
しいお野菜、ごちそうさまでした。

　12月10日（水）、魚島小・中学
生の児童・生徒９名が地域の方か
らご指導いただき注連縄作りに挑
戦しました。
　参加した小・中学生たちは慣れ

ない藁（わら）の扱いに戸惑いなが
らも、魚島の名人から手取り足取り
教わり、真剣な表情で作業に取り
組みました。最初は「ねじるのが難
しい！」と藁をヨルことができませ
んでしたが、湿らせた両手でコツ
を得ると楽しそうに手足を動かし
ていました。
　最後は「立派な飾りができた！」
などあちこちから声が上がり、一人
で４つ作る子もいて会場は活気に
あふれていました。自分たちで作っ

た注連縄を手に子どもたちは清々
しい新年を迎える準備ができた様
子でした。事前の準備や当日ご指
導いただいた皆さま、本当にありが
とうございました。

魚島離島留学 魚島で注連縄（しめなわ）作りを体験！

 上島町民の皆さま、はじめまし
て！この度、鳥獣対策ジビエ振興藤
原さんの後任をさせていただく田
村捷(たむらすぐる)と申します。
　出身は京都で、学生時代は北海
道で過ごし、大学卒業後は福山の
一般企業で働いておりました。社会
人になるまではずっと野球をしてき
ました。最近の趣味は一人旅やハ
イキング、釣り、料理・・・何でも
興味がありますので、島での生活の
中で新しい趣味に出会えればと思

っております。
　上島町との出会いについては、昨
年の夏に釣りとキャンプに訪れた
のがきっかけで、その時は波間田キ
ャンプ場や汐見の家に泊まって、上
島町内をドライブしながらきれいな
景色に感動していたのを覚えてい
ます。その際、たまたまジビエ振興
および鳥獣被害防止対策の島おこ
し協力隊の活動を知り、興味のある
分野でしたので今回応募させてい
ただきました。これまでの人生では

経験したことのない仕事や環境に
なりますが、周りの方々からしっか
り学ばせていただき、成長してこの
町に貢献したいと考えております。
これからどうぞよろしくお願いいた
します！皆さまとご一緒する機会を
楽しみにしております！

鳥獣対策ジビエ振興　　 自己紹介

鳥
獣
対
策
ジ
ビ
エ
振
興　

　
　
　
　
　
田
村　
捷　
　
　

ゆ
め
し
ま
寮　

　
　
藤
野　
加
緒
美

学生寮　 ピッカピカの野菜を収穫してきました

島おこし協力隊活動日記

　
さ
ざ
な
み
寮
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
岩
谷　
弘
一
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上島町島おこし協力隊活動報告会のご案内　
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ALTコーナー /上島町観光協会だより

弓削	月19:30 ～ 	弓削地域交流センター
生名	月	１１:00 ～ 	３分団集会所
岩城	木	19:30 ～ 	岩城総合支所庁舎

英会話教室因島の魅力を探る　　

　先日、因島にある「五百羅漢」
を訪れました。実際に歩いてみて
驚いたのは、因島には思っていた
以上に多くのハイキングコースが
あるということです。
　静かな山道を進むと、さまざま
な表情を持つ石仏が点々と並び、
長い歴史と島の文化を感じさせて
くれました。
　山を登るにつれて瀬戸内海の景

色が広がり、標高 226 メートル
の白滝山山頂付近では因島や周辺
の島々を一望することができまし
た。青空と海の美しさ、そしてそ
の前に立つ石仏の姿がとても印象
的で、思わず足をとめてしまいま
した。
　五百羅漢は文政年間（1800 年
代初め）に地元の豪商と弟子たち
によって彫られたもので、一体一
体の表情が異なり、当時の思いが
今も静かに山中に残っているよう
に感じます。
　因島をはじめ上島町の周辺に
は、自然豊かな景色や歴史ある場
所が数多くあります。実際に歩い
てみることで、写真では伝わらな

い魅力や、島ごとの個性を感じる
ことができます。地域の島々を探
索することは、日常とは違った発
見につながり、とてもおすすめで
す。
　これからも周辺の島々を訪れな
がら、上島町の豊かな歴史につい
ての理解をさらに深めていきたい
と思います。

一色光代・キヌヨ（母）
弓削島在住　

ー 第45回 ー　

  

　　　 これが私の本当に望むありよ
うなのか ？ 長年心に抱えながら
東京在住で働いていました。
　　　 ヨガ教師として 19 年、ファッ
ションのカタログや撮影コーディ
ネーターとして 38 年、コロナ以
前から W ワークで働いていまし
た。
　今年の春にしまなみ海道を巡る
サイクリングツアーでこの地域に
ふれ、大好きな海、山、自然の中
にある島に住んでみたいという思
いが芽生えました。
　　　 上島町は弟の友人のご縁です。
親身に島々を案内していただく中
で、移住への確かな思いが生まれ
ました。「あぁそうだったんだ、
私は住む土地と人とつながりた
い。 みんなも良くて自分を活か
して働く。あたりまえの暮らしや
日常に感謝できることが幸せと思

うんだなぁ」 と。
　移住に際して、持ってなかった
車の運転免許とサップヨガの教師
資格を取得しました。そして 10
月に都内で同居する母も一緒に移
住しました。
　住み始めて日も浅くまだまだ知
らないことばかりですが、2026
年から、さまざまなヨガや瞑想の
クラスを上島町で提供したい。撮
影関係の経験も活かし島での体験
観光や撮影ロケーション誘致とし
ても人を呼びたい思いです。
　上島町で役立て出来そうなこと
がありましたら、また見かけたら
気軽に声かけてみてください。ど
うぞよろしくお願いします。　　

弓削地区担当
ジョシュア・ウィル

▲ 海の駅舎ふらっとにて撮影

広報かみじま 2026.2 1010



地域ふれあい学習会 in 弓削高
＆ 人権・同和教育講演会
　12月12日に、地域ふれあい学習
会と人権・同和教育講演会を開催し
ました。地域ふれあい学習会では、
うらしま学舎塾長の中裏修平さんを
講師にお迎えし、「インターネット
と人権」というテーマでお話しいた
だきました。ご参加いただいた地域
の方を交えたグループワークでは、
活発に意見交換を行う中で、視野を
広げることができました。状況に応
じた最善の判断ができるように、人
権感覚を磨いていくことの大切さを
実感することができました。

　人権・同和教育講演会では、公益
財団法人えひめ女性財団理事長の越
智やよいさんをお迎えし、「自分ら
しく生き抜くために～互いに尊重で
きる関係を築こう～」という演題で
講演いただきました。自分も相手も
尊重する対等な関係作りや、デート
ＤＶを起こさない社会づくりについ
て学びました。自分と他者との心理
的な境界線であるバウンダリーを大
切にして伝えあうことが、互いを尊
重する生きやすい社会につながるこ
とに気付くことができました。
2025年の締めくくりに
　起業部がイベントを開催
　弓削高校では、地域の皆さんと学
びの体験を共有しながら親睦を深め
たいと、2025年もさまざまなイベ
ントを開催しました。2025年の締
めくくりは、12月20日に実施した
起業部主催の「第２回あつまれ！か
みじまっ子」でした。

　

　上島町の児童の皆さんと一緒に、
クリスマス豆知識クイズや部活動
体験、ゆめしまゆめ語りプロジェク
トと題したワークショップに取り組
みました。ワークショップでは、上
島町で活躍する大人の皆さんに夢に
ついて語ってもらったビデオメッセ
ージを参加者全員で視聴した後、自
分たちの夢について発表し合いまし
た。夢を語ることが、一歩を踏み出
す原動力になる、そんな体験を共有
できたと感じています。世代を超え
た夢語りはこれからも継続予定で
す。今回ご協力いただいた皆さん、
ありがとうございました。

第47回四国地区高等専門学校総
合文化祭を本校主幹で実施　
　令和7年12月19日（金）、四国
地区総合文化祭が香川県観音寺市
で開催され、弓削商船・新居浜・
香川（高松、詫間）・高知・阿南
高専の学生たちが、日頃の学びと
創造力を存分に発揮しました。
　今年の会場には、吹奏楽・軽
音楽・茶道・書道・絵画・Street 
Dance・ジャグリングなど、多彩
な分野の作品や発表が並び、開場
と同時に来場者の足が止まり、作
品に見入る姿があちこちで見られ
ました。時間が進むにつれて、各
校の個性豊かなステージが次々と
披露され、会場は徐々に熱気を帯
びていきました。参加学生たちは
互いの表現を尊重し合いながら、

作品を通じて親睦を深め、充実し
た一日となりました。

　総合文化祭を終えた学生たちか
らは、「他校の作品に刺激を受け
た。」「もっと表現の幅を広げた
い。」といった前向きな感想が聞か
れ、次の挑戦へ向けた意欲が感じら
れました。総合文化祭は、全国で四
国地区のみ継続して実施しており、
四国地区の高専文化の厚みを示す大
きな強み・伝統とも言えます。こう
した機会を通じて育まれる創造力や
主体性は、学生たちにとって確かな
成長につながり、今後の活躍への原
動力となるでしょう。

LETTERS FROM SCHOOL 

弓
削
商
船
の
学
生
も
躍
動
！
　
総
文
、
観
音
寺
市
で
盛
大
に
開
催

自
分
を
見
つ
め
、
よ
り
よ
い
未
来
を
考
え
る
。

弓削高等学校 https://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 https://www.yuge.ac.jp/
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　上島町上水道（友愛の水）が整
備される以前、風呂や飲用水に使
われる水は、井戸の水が利用され
ていました。個人が所有する井戸
のほか、「村井戸」と呼ばれる共
同井戸があり、そこから家の炊事
場に置いてある水瓶まで水を汲み
溜めるというのが、毎日の家事の
ひとつとなっていました。

　井戸から釣瓶で水を引き上げ
る作業や、汲み上げた水を家まで
運搬する作業は大変な力仕事だっ
たので、力がつきはじめた子ども
が、自然と手伝うようになりまし
た。また水を溜める作業を終える
までは、遊びに行けなかったこと
もあったといいます。他にも、夏
には「井戸替え」と呼ばれる井戸
の中のゴミ掃除や水の入れ替えが
行われましたが、狭い井戸の中に
入ることができる子どもが作業を
行ったようです。実際に作業を行
ったことがある人の話しを聞くと
「狭くて恐ろしかった」と教えて
くれました。
　現在は、水道の蛇口をひねれば

好きなだけ水を使用することがで
きますが、とても便利でありがた
い事なんだと改めて実感します。

　　　　

かみじま郷土話 35

生
涯
学
習
課

　
　
曽
根　
大
地

▲共同井戸（弓削島）

島の貴重な水　

▲井戸水を運ぶ道具「担い桶」（魚島）

  
中高年世代活躍応援講演会（対面+オンライン）のご案内
  親子でレクリエーションを楽しみながら、家族が笑顔になれ
るコミュニケーションの秘訣や家事・育児シェアのコツを学
びましょう！　

【日時】2月19日(木)　13：00 ～ 16：00（受付開始12：30 ～）
　　　※Zoomによるオンライン配信でも参加いただけます。

【場所】 松山市民会館 小ホール（愛媛県松山市堀之内）
【内容】 第1部　青木さやか 氏　講演会（13:00 ～ 14:00）
　　　 第2部　就職に役立つセミナー（14:10 ～ 14:40）
　　　　　　　　講師：渡部 博之 氏　
　　　第3部　支援策紹介（14:50 ～ 15:00）
　　　第4部　個別相談会（15:00 ～ 16:00）
　詳細は「愛媛労働局中高年世代活躍応援HP」に掲載します。
【対象】 中高年世代（概ね35歳～ 59歳の方）およびそのご家族、
　　　知り合いの方
【定員】 会場参加先着50名
【申込締切日】  2月17日(火)　17：00まで
【その他】 参加無料・服装自由

【申込・問い合わせ】
  中高年世代活躍応援プロジェクト事業事務局
＜受託企業＞　株式会社　東京リーガルマインド松山支社　
　　　　　　　☎︎089-961-1333　　　mty@lec.co.jp

広報かみじま 2026.2 12
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老
い
二
人
小
さ
き
ケ
ー
キ
の
ク
リ
ス
マ
ス

田
中
　
華
丘

吞
み
す
ぎ
て
湯ゆ

ざ冷
め
興き

ょ
う
ざ醒
め
膝ひ

ざ
い
た痛
め

深
水
　
健
司

特
別
な
聖
夜
の
デ
ー
ト
紅
を
引
く

森
崎
　
阿
里

ク
リ
ス
マ
ス
病
室
見
舞
う
医
師
サ
ン
タ
　

幸
本
　
郁
夫

推す
い
こ
う敲

に
推
敲
重
ね
湯
冷
め
か
な
　
　
　

山
元
　
征
子

双
葉
俳
壇
一
一
九
五
回
句
集
（
岩
城
）

ガ
ザ
の
子
へ
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
駆
け
巡
り

美
濃
部
妃
苗

同
窓
の
話
は
ず
み
て
湯
冷
め
か
な

森
本
　
伸
子

薬
失う

せ
手
間
と
り
す
ぎ
て
湯
ざ
め
か
な

古
林
　
幹
枝

白
菜
の
歯
ご
た
え
確た

し
か

と
鍋
奉
行

田
名
後
篁
雨



　　　　

上島町議会 第 4 回定例会

上
島
町
議
会

　  
第
４
回
定
例
会

　

本
定
例
会
は
12
月
９
日（
火
）に
開
会

し
、
議
案
18
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

補　

正　

予　

算

■
令
和
7
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特

別
会
計（
８
議
案
）・
企
業
会
計（
3
議

案
）補
正
予
算

　
補
正
額
等
は
別
表
の
と
お
り

｜
原
案
可
決
｜

一
般
会
計

補
正 

８
４
０
0
万
円

総
額

７
６
億　
１
０
０
万
円

国
民
健
康

 

保
険

補
正 　
５
0
０
万
円

総
額

８
億
６
０
0
０
万
円

後
期
高
齢

 

者
医
療　
　
補
正 　

 

９
０
万
円

総
額

１
億
８
１
３
０
万
円

C
A
T
V
補
正　

  

３
０
万
円

総
額

６
８
1
０
万
円

介
護
保
険
補
正 

２
8
１
０
万
円

総
額

１
０
億
1
５
０
０
万
円

介
護
サ
ー

 

ビ
ス

補
正　

 　
５
０
万
円

総
額

５
2
５
０
万
円

魚
島
船
舶
補
正 

△
７
０
０
万
円

総
額

１
億
5
１
０
０
万
円

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

補
正　

 

９
６
０
万
円

総
額

４
億
5
７
６
０
万
円

生
名
船
舶
補
正　

 

３
0
０
万
円

総
額

3
億
２
9
０
０
万
円

上
水
道
事
業

会
計

補
正　

 

１
0
０
万
円

総
額

２
億
２
５
０
０
万
円

下
水
道
事
業

会
計

補
正　

 　
 

０
万
円

総
額

6
億
８
４
１
７
万
円

簡
易
水
道
事

業
会
計

補
正　

 　
３
０
万
円

総
額

１
億　
　
５
７
万
円

■
上
島
町
議
会
議
員
等
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
7
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
７
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
7
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　
　
　
　

ー
原
案
可
決
ー

■
上
島
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
７
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
国
の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
関
係
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。　
　ー

原
案
可
決
ー

■
上
島
町
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
国
土
交
通
省
よ
り
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
技
術
的
助
言
と
し
て
、
市
町
村

の
給
水
条
例
等
に
つ
い
て
の
改
正
案
が

通
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
災
害
そ
の

他
の
非
常
の
場
合
に
お
け
る
給
水
装
置

工
事
に
関
す
る
関
係
規
定
を
整
備
す
る

も
の
。　
　

ー
原
案
可
決
ー

　　　
み
な
さ
ん　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
は
、背
中
に「
援
」の
文
字
で

揃
え
た
担
ぎ
手
が
各
地
域
で
祭
り
を
盛
り

上
げ
、離
島
留
学
生
な
ど
の
新
た
な
若
者
が

上
島
町
民
に
活
気
と
融
和
を
加
え
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
令
和
７
年
第
４
回
定
例
議
会
を

招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、全
員
の
出
席

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

行
政
報
告
と
し
て
９
月
定
例
議
会
後
の
主

な
事
項
の
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
９
月
６
日
、弓
削
高
校
運
動
会
を
皮
切

り
に
、各
地
に
お
い
て
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。中
で
も
離
島
留
学
生
の
活
躍
は
目

覚
ま
し
く
、弓
削
高
校
で
の
盛
り
上
が
り
や
、

魚
島
で
の
久
し
ぶ
り
の「
て
ん
て
こ
」は
、今

や「
留
学
生
」と
呼
ぶ
必
要
の
な
い
く
ら
い

の一
体
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　
９
月
11
日
に
は
弓
削
高
校
起
業
部
員（

生
徒
）と
面
会
し
、部
員
が
株
主
兼
社
員
と

し
て
携
わ
る「
株
式
会
社
弓
削
Ｋo

Ｃo

」に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。高
校
で
の

　

12
月
９
日
開
催
　

上
村
町
長
の
行
政
報
告

条

例

の

改

正

回
和

定

会

第
４
７

例
年

令

年

条

例

の

制

定

■
上
島
町
下
水
道
事
業
審
議
会
条
例

　

本
町
の
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
将
来

に
わ
た
る
経
営
の
あ
り
方
及
び
今
後
の

下
水
道
使
用
料
の
水
準
に
つ
い
て
審
議

を
行
う
機
関
を
新
た
に
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
整
備
す
る
も
の
。

｜
原
案
可
決
｜
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株
式
会
社
設
立
は
、日
本
全
て
の
高
校
の
中

で
９
番
目
、普
通
高
校
で
は
全
国
初
の
株
式

会
社
化
で
す
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
高
校
生
な
ら
で
は
の
視

点
と
行
動
力
で
、地
域
の
課
題
解
決
や
新
た

な
価
値
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
地
域
を
盛
り

上
げ
た
い
。」と
い
う
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。ま
た
、11
月
に
は
全
国
自
転
車

甲
子
園
で
の
最
優
秀
賞
の
報
告
も
あ
り
、こ

の
結
果
に
つ
な
げ
た
高
校
生
の
努
力
に
頭
が

下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

上
島
町
と
し
て
も
こ
の
若
者
達
の
活
動

を
、し
っ
か
り
支
援
し
て
参
り
ま
す
の
で
、町

民
の
皆
さ
ん
の
応
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
９
月
17
日
、上
島
町
総
合
戦
略
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
全
体
報
告
会
に
出
席
し
ま
し

た
。こ
れ
は
上
島
町
総
合
戦
略
の
改
訂
に
当

た
り
、若
い
世
代
の
町
民
が
、「
海
と
自
然・

な
り
わ
い
」「
教
育・歴
史・文
化
」「
暮
ら
し
」

「
人
と
人
と
の
関
係
」の
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
上
島
町
の
未
来
の
こ
と
を
考
え
、何
度

も
議
論
し
た「
目
指
す
未
来
の
姿
」、そ
れ

を
達
成
す
る
た
め
の「
施
策
」を
発
表
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
役
場
か
ら
は
幹
部
職
員
も
全
員
参
加
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、こ
の
ご
提
案
を
基
に
、

町
の
総
合
戦
略
の
施
策
立
案
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
９
月
18
日
、岩
城
地
区
か
ら「
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、改
善
す
べ

き
点
は
翌
日
か
ら
、時
間
が
か
か
る
案
件
は

後
日
、区
長
に
文
書
で
回
答
す
る
よ
う
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
懇
談
会
の
目
的
は
、各
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
直
接
お
聞
き
す
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、近
年
は
参
加
者
が
固
定
化
さ
れ
て

い
る
事
、一
部
の
人
が
全
て
の
地
区
に
参
加

し
て
個
人
の
見
解
を
述
べ
る
な
ど
、懇
談
会

の
目
的
を
逸
脱
し
そ
の
地
区
の
貴
重
な
時

間
を
費
や
す
事
案
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

来
年
度
以
降
開
催
の
是
非
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
９
月
19
日
に
は
弓
削
商
船
高
等
専
門
学

校
の
商
船
学
科
卒
業
式
並
び
に
専
攻
科
修

了
式
に
出
席
し
、世
界
経
済
を
支
え
る
海

運
業
の
即
戦
力
と
し
て
世
界
に
再
評
価
さ

れ
て
い
る
若
者
達
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、四
国
港
湾
協
議
会
意
見
交

換
会
が
東
京
都
道
府
県
会
館
で
開
催
さ
れ
、

そ
の
後
港
湾
整
備
の
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。要
望
先
で
は
港
湾
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、

離
島
で
の
ヨ
ッ
ト
や
ク
ル
ー
ズ
船
へ
の
受
け

入
れ
が
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

　
10
月
29
日
に
は
全
国
離
島
振
興
協
議
会

へ
副
会
長
と
し
て
参
加
し
、「
令
和
８
年
度

離
島
振
興
関
係
予
算
確
保
に
関
す
る
要
望

運
動
」と
し
て
離
島
振
興
関
係
予
算
要
望

20
件
、重
点
要
望
６
件
、特
別
要
望
４
件
を
、

離
島
関
係
衆・参
国
会
議
員（
２
７
５
名
）

お
よ
び
関
係
省
庁
に
、強
く
要
望
し
て
参
り

ま
し
た
。

　
こ
の
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、11
月
19
日

に
も
離
島
振
興
対
策
協
議
会（
離
島
関
係

都
道
府
県
）と
全
国
離
島
振
興
協
議
会（
離

島
関
係
市
町
村
）合
同
で
、離
島
関
係
衆・

参
国
会
議
員（
２
７
７
名
）に
重
ね
て
実
施

し
て
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、全
国
離
島

振
興
協
議
会
に
お
い
て
広
報
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、こ
の
場
で
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
10
月
31
日
、久
万
高
原
町
で
の
愛
媛
県
へ

き
地・地
域
教
育
研
究
大
会
、11
月
１
日
に

松
前
町
で
開
催
さ
れ
た
自
転
車
新
文
化
推

進
協
会
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
出
席
し
た
後
、11

月
２
日
か
ら
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
海
外
離

島
調
査
団
の
団
長
と
し
て
、ス
ペ
イ
ン
の
バ
レ

ア
レ
ス
諸
島
他
離
島
４
島
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。日
本
か
ら
片
道
15
時
間
の
フ
ラ
イ

ト
を
は
じ
め
合
計
約
35
時
間
の
飛
行
機
と
、

船
に
よ
る
１
時
間
の
移
動
は
、時
差
の
影
響

も
含
め
改
め
て
体
力
の
重
要
さ
を
感
じ
ま

し
た
。詳
し
く
は
何
か
の
形
で
報
告
い
た
し

ま
す
が
、要
点
と
し
て

① 

ス
ペ
イ
ン
の
州
政
府
や
評
議
会
委
員
を

は
じ
め
、協
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
重

要
な
役
員
ポ
ス
ト
の
過
半
数
以
上
が
女
性

で
あ
っ
た
こ
と
。

② 

歴
史
を
は
じ
め
、今
ま
で
引
き
継
が
れ
て

き
た
環
境
や
建
築
物
を
重
要
視
し
て
い
る

こ
と
。

③ 

離
島
の
活
性
化
と
し
て
、ヨ
ッ
ト
係
留
施

設
等
の
海
を
活
か
し
た
観
光
や
交
流
に
力

を
注
ぎ
発
展
し
て
き
た
こ
と
。

な
ど
が
あ
り
、同
じ
離
島
で
あ
る
上
島
町
の

歩
む
べ
き
道
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し

ま
し
た
。

　

11
月
13
日
に
は
第
２
回
臨
時
議
会
が
開

催
さ
れ
、新
た
な
教
育
長
と
し
て
田
坂
氏
の

人
事
案
件
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
清
水
前
教
育
長

の
今
ま
で
の
ご
尽
力
に
対
し
感
謝
申
し
上

げ
、田
坂
新
教
育
長
に
は
上
島
町
教
育
の
新

た
な
礎
を
築
い
て
い
た
だ
く
事
を
祈
念
し
て

い
ま
す
。

　

11
月
19
日
、高
市
総
理
や
額
賀
衆
議
院

議
長
な
ど
来
賓
多
数
の
出
席
の
も
と
、全
国

町
村
長
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
市
総
理
か
ら
は
、

・ 

地
方
の
活
力
は
す
な
わ
ち
日
本
の
活
力
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。

・ 

そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

と
安
全
を
守
って
い
く
こ
と
。

・ 

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、必
要
な
医
療
と
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上島町議会 第 4 回定例会

福
祉
や
質
の
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
。

・ 
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
拡
充
す
る
こ

と
。

な
ど
の
お
話
が
あ
り
、特
に
重
点
支
援
地
方

交
付
金
に
つ
い
て
は「
推
奨
メ
ニュ
ー
は
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、具
体
的
な
メ
ニュ
ー

を
決
め
て
い
た
だ
く
な
ど
ア
イ
デ
ア
を
出
す

の
は
地
方
公
共
団
体
の
皆
さ
ま
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。」と
い
う
提
案
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、会
場
か
ら
早
速
町
職
員
に「
交

付
金
に
関
し
て
十
分
な
提
案
を
す
る
よ
う
」

メ
ー
ル
で
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

　
11
月
20
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、し
ま
な

み
ジ
ャ
パ
ン
副
理
事
長
と
し
て
台
湾
日
月
潭

で
開
催
さ
れ
た「C

om
e Bike D

ay

」に

参
加
し
、愛
媛
県
や
広
島
県
の
職
員
、尾
道

市
市
長
お
よ
び
職
員
、今
治
市
の
職
員
や

台
湾
の
多
く
の
方
々
と
自
転
車
で
走
り
交

流
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、世
界
最
大
の
自
転
車
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
本
社
も
訪
問
し
、久
し

ぶ
り
に
お
会
い
す
る
劉
素
娟(

り
ゅ
う
ふ
ぃ
ー

び
ー)

社
長
本
人
と
、愛
媛
と
台
湾
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
交
流
に
つ
い
て
長
時
間
に
わ
た
り

有
意
義
な
協
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

11
月
29
日
に
は
ノ
リ
共
同
加
工
施
設
落

成
式
に
出
席
し
、待
望
の
施
設
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
、新
た
な
時
代
の
ス
タ
ー
ト
を

感
じ
取
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
ノ
リ
加
工
だ
け
で
は
な
く
、上
島

町
水
産
業
全
体
を
牽
引
す
る
施
設
に
成
長

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、今
回
上
程
し
て
い
る
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
で
す
が
、主
に
令
和
７
年

人
事
院
勧
告
に
と
も
な
う
、職
員
等
の
給

与
改
定
に
係
る
経
費
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。な
お
、物
価
高
に
対
応
す
る
た
め
の
総

合
経
済
対
策
の
裏
付
け
と
な
る
国
の
令
和

７
年
度
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、政
府
に

お
い
て
年
内
の
早
期
成
立
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、そ
の
内
容
が
確
認
で
き
次

第
、早
期
執
行
が
で
き
る
よ
う
、適
切
な
時

期
に
予
算
計
上
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、上
島
町
の
令
和
８
年
度
の
当
初
予

算
に
つ
い
て
で
す
が
、10
月
23
日
に「
予
算
編

成
方
針
」を
全
職
員
に
通
知
し
ま
し
た
。

　
近
年
は
、物
価
高
に
よ
る
経
常
経
費
の
増

や
人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
の
大
幅
な

増
加
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、基
金
の
取
り

崩
し
が
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
、厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の
事
か
ら
も
、予

算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、痛
み
を

と
も
な
う
財
政
改
革
も
厭
わ
ず
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、成
果
と
課
題
を
検
証

す
る
こ
と
に
よ
り
、ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を

徹
底
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、私
は
以
前
よ
り「
海
辺
の
賑
わ

い
空
間
整
備
事
業
」（
港
湾
整
備
）に
つ
い
て

の
提
案
と
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ
の
案
件
は
上
島
町
の
レ
ガ
シ
ー
と
な

り
、次
の
世
代
へ
の
礎
と
な
る
施
策
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

上
島
町
が
他
の
自
治
体
と
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
し
て
い
た
の
で
は
、取
り
残
さ
れ
る

ば
か
り
で
す
。温
暖
な
気
候
や
瀬
戸
内
海
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
な
ど
の
地
理

的
条
件
、ヨ
ッ
ト
マ
ン
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

有
利
な
情
報
が
揃
い
、世
界
が
瀬
戸
内

（
S
E
T
O
U
C
H
I
）に
注
目
し
て
い
る

今
、上
島
町
は
そ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活

か
す
べ
き
で
す
。　

　
マ
イ
ナ
ス
思
考
の
批
判
ば
か
り
で
対
案
も

出
さ
ず
、国
か
ら
の
財
源
が
保
障
さ
れ
た
信

頼
あ
る
投
資
も
行
わ
な
い
な
ど
、何
も
対
策

を
取
ら
な
け
れ
ば
上
島
町
は
消
滅
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　
い
つ
ど
の
よ
う
な
行
動
が
必
要
な
の
か
、

今
の
、あ
る
い
は
未
来
の
子
ど
も
達
の
た
め

の
適
切
な
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
、共
に
上

島
町
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
って
い
ま
す
。　　

　
上
島
町
長　
上
村　
俊
之

　
　
　
　
　
　

  
上島町学校の在り方検討委員会（第２期）提言書提出

  令和７年12月22日（月）、今後の上島町に
おける望ましい学校の在り方について検討し
てきました上島町学校の在り方検討委員会
から、教育委員会へ提言書が提出されました。
提言書（抜粋）の概要は次のとおりです。

○弓削小学校・生名小学校・岩城小学校について
　既存施設を活用し、令和10年度に、１校への統合を目指すこと、
弓削小学校の施設を活用することが適当である。
○弓削中学校・岩城中学校について
　既存施設を活用し、小学校との連動を踏まえ、令和11年度に、
１校への統合を目指すこと、弓削中学校の施設を活用することが
適当である。
○魚島小・中学校について
　今後も、離島留学制度（さざなみ留学）を活用して、小中一貫
校として学校存続を目指すことが適当である。

　教育委員会としては、今回の提言を今後の学校の在り方を考え
ていく上で重要な指針として重く受け止め、子どもたちにとって
何が最善かを第一に考え、「上島町学校適正配置基本計画」を策
定いたします。※ 提言書の詳細は、上島町ホームページに掲載して
いますので、ご覧ください。

　 　上島町学校の在り方検討委員会の提言書（抜粋）
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出
願
期
間　
２
月
16
日（
月
）
～

　
　
　
　
　
２
月
25
日（
水
）（
必
着
）

※
詳
細
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
本
人
以
外
に
は
募
集
要
項（
入

学
調
書
）を
渡
せ
ま
せ
ん
。

　
●
問
い
合
わ
せ

　
松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程　

☎
０
８
９-

９
４
５-

０
１
３
１

０
８
９-

９
３
４-

５
７
６
６

●ご利用案内　開館時間 ８:30 ～ 17:15

○てまり(てまりグループ) 　　　　
新着図書 ※入荷次第貸出となりますので、ご了承ください。

種類 貸 出 限 度 貸出期間
図書 1人5冊まで(うち新着本 2冊) ３週間

DVD 1人3本まで(うち新着DVD １本) １週間
新着 DVD 3日間

 せとうち交流館だよりせとうち交流館だより
  ≪メディア室・展示室のご案内≫

 ■ 愛媛県立図書館の図書を借りることができます。受付までお問合せください。
 ■ 図書のリクエストを受け付けています。

　●問い合わせ　せとうち交流館
　　　☎ 77-2252　　 77-2292Fax

☆一般書☆　　　　タイトル 　著　　者 タイトル 著　　者
アフター・ユー 一穂　ミチ 三頭の蝶の道 山田　詠美

Ｉ 道尾　秀介 予約の取れない料理教室　SPICEUPの作りたくなる
日々の“たれ” 桑原　亮子

成瀬は都を駆け抜ける 宮島　未奈 有罪、とＡＩは告げた 中山　七里

暁星 湊　かなえ ループ・オブ・ザ・コード 荻堂　顕

たとえば孤独という名の噓 誉田　哲也 新 本所おけら長屋（四） 畠山　健二

想いをつなぐ メス　俺たちは神じゃない３ 中山祐次郎 白雪姫と五枚の絵 ぎんなみ商店街の事件簿２ 井上　真偽

spring another season 恩田　陸 最後の一色　上 和田　竜

おれは一万石　武門の商船 千野　隆司 デモクラシーのいろは 森　絵都

ブーズたち鳥たちわたしたち 江國　香織

☆児童書☆　　　　タイトル 　著　　者 　　　　タイトル 　著　　者
10才からの続ける力 　　　　　　　　　　　　
ーなりたい自分になる方法ー 吉井　雅之／監修 いもほれ ワンニャン！ くさか　みなこ／作

わかったさんのチョコレート 寺村　輝夫／原案 おたすけてんぐ ベンベン 長谷川　義史／作

おやつきかんしゃ 久保田　寛子／作 おたすけこびととやんちゃなこいぬ なかがわ　ちひろ／文

「
愛
媛
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
セ

ン
タ
ー
」
で
後
継
者
問
題
を
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
　
　

　
愛
媛
県
事
業
承
継・引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー

は
、
国
が
設
置
し
て
い
る
公
的
な
相
談

窓
口
で
す
。「
経
営
を
誰
に
任
せ
よ
う
か
」

「
事
業
承
継
と
い
っ
て
も
何
か
ら
は
じ
め

れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
事
業

承
継
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み
を

相
談
で
き
ま
す
。

受
付
日
時　
平
日
9
時
～
17
時

　
　
　
　
　
（
年
末
年
始
・
祝
日
除
く
）

場　
　
所　
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
愛
媛
別
館

（
松
山
市
久
米
窪
田
町
４
８
７-

2
）

※
ま
ず
は
、電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

●
問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
事
業
承
継・引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
９-

９
４
８-

８
５
１
１

北
条
清
新
高
等
学
校
通
信
制
課
程

前
期
入
学
（
４
月
入
学
）
生
徒
募
集　
　
　

　
出
願
資
格
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

Fax

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
労
災
補
償
制
度

に
つ
い
て　
　
　

　
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
よ
る
疾
病
は
、

石
綿
を
吸
って
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険

給
付
ま
た
は
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
労
災
保
険
給
付
、
特
別
遺

族
給
付
金
に
は
請
求
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
早
急

に
愛
媛
労
働
局
か
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
ご
相
談
の
窓
口
）

　
今
治
労
働
基
準
監
督
署

　
　
☎︎
０
８
９
８-

３
２-

４
５
６
０

　
●
問
い
合
わ
せ　

愛
媛
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課　

☎
０
８
９-

９
３
５-

５
２
０
６

お知らせ
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お知らせ

地区 民生児童委員 担当地区

弓

　
削

升田　暢子 久司浦・沢津
大峯万喜子 上弓削　
西元　浩子 引野・明神
川野　麗子 岳の下（上島町民生児童委員協議会会長）
水野　美和 中都　
横山　由美 浜都・日比・狩尾・大谷
藤田　元則 太田・土生・鎌田
白井　亨吾 佐島（1・2・3・4組）
小西　佳子 佐島（5・6・7・8・9組）
加登　育美 主任児童委員（弓削地区全域）

生

　
名

村上　和男 稲浦（1・2）・奥里・脇・前新開（1・2）
吉田真沙子 久保の谷・中の谷・厳島・浦の浜
岡本　浩章 中側・岡庄・中後・尾又
亀山　一世 南寮・深浦（1・2）・丸山1
山守由紀子 丸山2・南立石・北立石
村上　法子 公営住宅・恵生（1・2）
阪井　孝次 西浦（1・2・3・4・5）
伊藤　　誠 主任児童委員（生名地区全域）

岩

　
城

新見千代美 海原・船越
石川　愛美 東
島本　郁子 西
中谷　和枝 高原・大谷新地・新地
中川　理香 谷・浜
森本　和子 西部・赤石
松井　広枝 小漕・長江
山本　瑞保 主任児童委員（岩城地区全域）

魚
島

横井　政宣 因幡・春日・東・新川・西
横井里津子 えびす・井ノ浦・大木・高井神

新たな民生児童委員のご紹介

　次の10名の方が退任されました。長い間お疲れさま
でした。
	
●弓削地区　益﨑真治 濱中美子 田窪孝行 天野はつみ　	
●生名地区　岡辺恒一　　
●岩城地区　深水健司 西原邦彦 髙岡章子　
　　　　　松浦米親 村上和子（主任児童委員）　

　上島町の新たな民生児童委員として、次の28
名（うち主任児童委員３名）の方々が厚生労働大
臣から委嘱されました。　
任期　令和7年12月1日〜令和10年11月30日（３年間）

※ 弓削・緑ヶ丘地区については、民生児童委員は不在
　（欠員）となっています。

　◉愛媛県「三浦保」愛基金の助成団体募集

　愛媛県では「三浦保」愛基金を活用して、
環境保全・自然保護や社会福祉、教育振興の
活動に取り組む団体の事業を助成していま
す。対象団体や助成額、応募方法など、詳し
くは HP をご覧ください。

【応募期間】
　～ 3 月 19 日（木）　17：15

■問い合わせ先　
　県総合政策課 ☎ 089-912-2233　
　　　（各分野の問合先は HP 参照）　

　
　 雨が少なく空気が乾燥し、風が強い日は、
林野火災の未然防止および延焼拡大の危険防
止のため、「愛媛県林野火災警戒アラート」
を発表します。防災行政無線等でお知らせが
あった際には、特に火の取扱いに注意をお願
いします。

■問い合わせ先　　
　県防災危機管理課　　☎︎ 089-912-2318　　　　　　　　　　 　　

　◉愛媛県林野火災警戒アラート運用中
　　　　　　～火の取扱いには注意を～

有料広告を募集します！
広報かみじま、上島町ホームページに　

広告を掲載しませんか？　
詳しくは下記までお問い合わせください。

広報かみじま:広報広聴係☎77-3952
上島町ホームページ：企画情報課☎77-2500
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住居費
　結婚を機に新たに物件を新築・購入した費用
　物件を貸借する際に要した費用で、敷金・礼金・※共益
費・仲介手数料・※月額家賃
※共益費・月額家賃は共益費・月額家賃以外の助成申請に係
る合計金額が30万円に満たない場合のみ対象となります。
※勤務先から住居手当が支給されて
いる場合は手当分を差し引いたもの
とします。

お知らせ

新婚のおふたりを支援します
− 上 島 町 結 婚 新 生 活 支 援 事 業 −

　若い世帯の方々の新婚生活の門出を応援するた
め、令和 7 年 1 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日ま
での間に婚姻届を提出・受理された夫婦に対し、引
越し費用等の支援を行っています。　　　

【対象経費】

引越し費用
　引越し・運送業者支払費用
※個人で実施する引越しに要する
経費は対象外です。

リフォーム費用
　所有権のある物件のリフォーム費用

※賃貸等所有権のない物件は対象外です。

時短・省エネ家電の購入費用
　時短家電
　　洗濯機、掃除機等の購入費用
　省エネ家電
　　電気冷蔵庫、照明器具等の購入費用

※家電リサイクル料や処分費用、付属品等
購入費用、中古品購入費用等は対象外です。

【対象世帯】
　令和 7 年 1 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日までの間に婚
姻届を提出・受理された夫婦で①から③のいずれかに該当
し、かつ④から⑧のいずれにも該当する新婚世帯
① 婚姻日における年齢が、夫婦ともに 29 歳以下であり、
　かつ世帯所得が 500 万円未満であること。
② 婚姻日における年齢が、夫婦ともに 29 歳以下であり、
　かつ世帯所得が 500 万円以上 660 万円未満であること。

　■ 申請・問い合わせ先　
　弓削住民課 ☎７７-２５０３ 生名町民生活課 ☎ 76-3000 岩城町民生活課 ☎７５-２５００ 魚島町民生活課 ☎７８-００１１　

③ 婚姻日における年齢が、夫婦の双方または一方が 30 歳
　以上であり、かつ夫婦の双方が 40 歳未満であり、かつ
　世帯所得が 500 万円未満であること。
④ 助成対象となる住居が上島町内にあり、住民登録の上、
　現に居住していること。
⑤ 夫婦ともに町民税等を滞納していないこと。
⑥ 夫婦ともに上島町暴力団排除条例第 2 条に規定する暴
　力団員等でないこと。　
⑦ 他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと。
⑧ 過去にこの制度に基づく助成を受けたことがないこと。　

【助成金の上限額】
① 婚姻日における年齢が、夫婦ともに 29 歳以下であり、
　かつ世帯所得が 500 万円未満の夫婦　80 万円以内（住居
　費・引越し費用・リフォーム費用で上限 60 万円以内、時短・
　省エネ家電購入費用で上限 20 万円以内）
② 婚姻日における年齢が、夫婦ともに 29 歳以下であり、
　かつ世帯所得が 500 万円以上 660 万円未満　40 万円以
　内（住居費・引越し費用・リフォーム費用で上限 20 万円以内、
　時短・省エネ家電購入費用で上限 20 万円以内）
③ 婚姻日における年齢が、夫婦の双方または一方が 30 歳
　以上であり、かつ夫婦の双方が 40 歳未満であり、かつ世
　帯所得が 500 万円未満　30 万円以内（住居費・引越し費用・
　リフォーム費用、時短・省エネ家電購入費用で上限 30 万円
　以内）　

　なお、申請内容に応じて提出していただく書類があります。詳
細につきましては、町ホームページをご覧いただくか住民課また
は町民生活課にお問い合わせください。
　
【申込期限】　
　令和 8 年 3 月 31 日 ( 可能であれば 2 月末までに事前相
談をお願いします。)
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お知らせ　

　　

　今回は SDGs 最後の目標、「パートナーシップで目標を達成しよう」です。　　　

【目標 17：パートナーシップで目標を達成しよう】
　SDGs の目標 17 は、「一人では解決できない課題を、国・企業・NPO・個人など、あらゆる関
係者が協力して解決しよう」という SDGs の締めくくりであり、実現の鍵となる目標です。

　上島町でも、地域内外の連携を深める取り組みが進んでいます。ここでは、その具体例をご紹介
します。

・食品ロス削減と特産品 PR の協定
　2023 年 3 月、上島町は愛媛銀行、株式会社クラダシと「上島町における SDGs の推進に係る食
品ロス削減および特産品 PR に向けた連携協定」を締結しました。
　この協定は、担い手不足による未収穫産品の解消や食品ロスを減らすとともに、町の特産品 PR
と地域活性化を図ることを目的としています。さらに、この協定の事業の一環として農作業のイン
ターンシップも実施されました。こうした連携は、地域課題の解決と持続可能な社会づくりに大き
な力を発揮しています。
・あなたもパートナーシップの輪に！　
　パートナーシップと聞くと、大きなことをしなければならないように感じるかもしれません。
でも、特別なことは必要ありません。例えば、
・地域の行事に参加する。
・近所の人とあいさつをする。
・町の取り組みに関心をもつ。
こうした小さな関わりが集まって、地域をより良くしていきます。

　SDGs の目標 17 は、「誰一人取り残さない未来をつくるために、みんなで手を取り合おう」と
いうメッセージです。これからも、みんなで力を合わせて、住みよい街を一緒につくっていきまし
ょう。

「SDGsって何？ 私たちと未来をつなぐ17の目標」vol.11　　　

■■ 問い合わせ　　

 企画情報課 ☎︎77-2500

住
民
票
へ
の
方か
た
が
き書

記
載
に
つ
い
て

　

団
地
や
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
い
の
方
に

つ
い
て
は
、
住
民
票
に
方
書（
建
物
名
・

部
屋
番
号
等
）を
記
載
し
ま
す
。
方
書

が
な
い
と
、
同
じ
地
番
に
複
数
の
世
帯
が

存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
番
表
示
だ
け

で
は
郵
便
物
が
正
確
に
お
届
け
で
き
な
い

等
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
住
民

票
に
方
書
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
近
く
の
支
所
で
住
民
票
への
方
書
追
加

の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
平
成
25
年
２
月
１
日
以
降
に
転
入
・

転
居
さ
れ
た
方
は
、
す
で
に
方
書
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。　

※
す
で
に
申
出
に
よ
り
方
書
記
載
を
し
て

い
る
方
は
、手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

• 

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
・
運
転
免
許
証
等
） 

• 

代
理
人
が
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、

　

本
人
か
ら
の
委
任
状 

●
問
い
合
わ
せ

弓
削 

住　
民　
課 

☎
７
７-

２
５
０
３

生
名 

町
民
生
活
課 

☎
７
６-

３
０
０
０

岩
城 

町
民
生
活
課 

☎
７
５-

２
５
０
０

魚
島 

町
民
生
活
課 

☎
７
８-

０
０
１
１
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令
和
7
年
分
所
得
税
お
よ
び
令
和
８

年
度
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）申
告
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
期
限
内

に
申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
期
間　
２
月
13
日（
金
）～
３
月
13
日（
金
）

（
土
日
祝
は
除
く
）

●
時
間　
９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　
各
総
合
支
所

※ 

た
だ
し
、
仕
事
の
都
合
等
に
よ
り
平

日
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
次
の
日
に
申
告
を
受
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

お知らせ

所得税および復興特別
所得税・贈与税

所
得
税
確
定
申
告
と
町・県
民
税
の
申
告
を
　

お
忘
れ
な
く
！

３月16日（月）まで

今治税務署からのお知らせ今治税務署からのお知らせ

消費税および地方消費税
○
電
話
に
よ
る
申
告
相
談
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

○
確
定
申
告
は
自
宅
か
ら

　
e-

T
a
x
で
！

役場での
申告受付は
3/13（金）まで

確
定
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、

ご
自
宅
か
ら
申
告
で
き
る
eｰ

T
a
x

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
画
面
の
案
内
に
沿
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
申
告

書
や
青
色
申
告
決
算
書
・
収
支
内
訳
書

の
作
成
・
eｰ

T
a
x
に
よ
る
送
信
が

で
き
ま
す
。　

　
１
月
16
日（
金
）か
ら
３
月
16
日（
月
）

ま
で
「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
（
土
・
日
・
祝
日

は
３
月
1
日
（
日
）
の
み
開
設
）。

　

受
付
時
間
は
8
時
30
分
か
ら
17
時

ま
で
。
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
0
5
7
0ｰ

0
0ｰ

5
9
0
1
）
に
お

電
話
い
た
だ
き
、
自
動
音
声
案
内
に
従

い
、『
０
』
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▲チャットボット
「ふたば」へのご相
談はこちら！

忘れずに
申告してりん♪

上島町からの
お知らせ

●
閉
庁
日
受
付（
魚
島
総
合
支
所
除
く
）

　
２
月
21
日（
土
）・
３
月
１
日（
日
）

　
　

 　
９
時
～
16
時
30
分

　
詳
し
く
は
、
広
報
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
上
島
町
各
総
合
支
所

　
弓
削 

住 

民 

課
☎
７
７ｰ

２
５
０
３

　
生
名 

町
民
生
活
課
☎
７
６ｰ

３
０
０
０

　
岩
城 

町
民
生
活
課
☎
７
５ｰ

２
５
０
０

　
魚
島 

町
民
生
活
課
☎
７
８ｰ

０
０
１
１

３月31日（火）まで

▲確定申告書作成
コーナーはこちら！

　
申
告
等
の
内
容
に
関
す
る
事
項
、
税

法
関
連
事
項
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
を
活
用
し
た
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

申告と納税
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お知らせ　

今
治
税
務
署

☎
０
８
９
８ｰ

３
２ｰ

６
１
０
０（
代
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
「
国
税
庁　
確
定
申
告
」で
検
索

●
問
い
合
わ
せ

○
確
定
申
告
会
場
に
お
越

　
し
に
な
る
方
へ
　

　
確
定
申
告
会
場
で
は
、
ご
自
身
の
ス

マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
申
告
を
ご
案
内
し
て
お
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
以
下
の
２
つ
の
パ

ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

①　
署
名
用
電
子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー

ド
（
英
数
字
６
～
16
文
字
）

②　
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
パ

ス
ワ
ー
ド
（
数
字
４
桁
）　

※　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

○
税
務
署
の
確
定
申
告
会

　
場
受
付
時
間
等

●
日
時　
　
２
月
16
日（
月
）か
ら

　
　

3
月
16
日（
月
）ま
で
の
平
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
16
時

（
相
談
開
始
は
９
時
か
ら
）

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

原
則
、
ご
自
分
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
操
作
し
て
、
申
告
書
の
作
成
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
振
替
納
税
は
、
ご
指
定
の
預
貯
金
口

座
（
納
税
者
自
身
名
義
）
か
ら
振
替
日

に
自
動
的
に
引
き
落
と
し
て
納
付
す
る

方
法
で
、
利
用
す
る
に
は
、「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼

書
」
を
納
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
納
税
の
た
め

に
金
融
機
関
ま
た
は
税
務
署
に
出
向
く

必
要
も
な
く
、
預
貯
金
残
高
を
確
認
し

て
お
く
だ
け
で
納
付
手
続
を
済
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
、
大
変
便
利
で
確
実
な

納
付
方
法
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
令
和
７
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る
各

○
所
得
税
や
個
人
事
業
者

　
の
消
費
税
の
納
税
に
は
、

　
ぜ
ひ
振
替
納
税
を
！

○
記
帳
相
談
コ
ー
ナ
ー
の

　
開
設

【
日
時
】

　
２
月
24
日
（
火
）
～
２
月
27
日
（
金
）

　
お
よ
び

　
３
月
６
日
（
金
）
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】
確
定
申
告
会
場
内

【
対
象
者
】・
個
人
事
業
所
得
者

　
　
　
　
・
不
動
産
所
得
者

〜LINEで事前予約する方法〜

国税庁LINE公
式アカウント
はこちら！▶

入場時に申込完了画面を提示してください。　

▲パスワードを
忘 れ た 場 合 や
ロックされた場
合はこちら！

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、
16
時
前
で

も
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　

　
確
定
申
告
会
場
で
の
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
会
場
に
お
い
て
当
日
受
付

も
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
日
の
相
談

枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
確
定
申
告
会
場
で
の
相

　
談
は
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前

　
予
約
を
！
　
　

STEP1：LINEアプリから国税庁LINE
　　　　公式アカウントを友だち追加

STEP2：「メインメニュー」タブの「確定
　　申告相談の申込（個人の方）」を選択

STEP3：税務署や来場希望日時を選択

STEP4：内容を確認して「申込」をタップ
　　　　すれば完了

税
目
の
振
替
日
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
】　

　
令
和
８
年
４
月
23
日
（
木
）

【
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
】　　
　

　
令
和
８
年
４
月
30
日
（
木
）
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島々の話題

12/6
( 土 ) 第12回 かみゆげ小さな文化祭　　

　上弓削公民館（上島町老人福祉センター）において、「かみゆ
げ小さな文化祭」が開催されました。　
　上弓削地区有志の方々が、地域の活性化のために手作りで始め
た文化祭で、今回で12回目の開催となりました。地域のみなさ
んの協力のもと、作品展示や各種団体によるバザーも開かれ、賑
わいを見せました。
　午前の公民館講座「健康体操教室」では、健康運動指導士の英　
真介さんが講師を務め、足腰を元気にするための、椅子に座りな
がらでも気軽にできる体操を指導してくれました。また、午後か
らはミニコンサートが開催され、有志による三線の演奏や、文化
協会ゆめしまアンサンブル、マンドリン部、オカリナ部の奏でる
音に、観客も一緒に歌ったりリズムを取ったりするなど、ともに
音楽を楽しむ時間となりました。

12/7　
(日)

弓削地区地域ふれあい学習会 in弓削中学校　
高齢者の人権について考えよう

　弓削体育館において、「高齢者の人権を考えよう」と題して地
域ふれあい学習会を開催しました。今年も弓削中学校３年生が人
権劇を演じ、その内容をもとにワークショップを実施しました。
　人権劇は認知症の高齢者を取り巻く家族の葛藤や成長を描き、
「高齢者とともに生きる」ことをテーマにした内容で行いまし
た。学習会では弓削中学校の生徒から「高齢者だから仕方ないと
他人事で終わるのではなく、自分の事のように考え行動していく
ことが必要」「高齢者を理解し、サポートするためには日頃から
コミュニケーションが大切」といった意見が聞かれました。地域
の人や保護者からは「自分もいつかは高齢者。高齢になったとき
にどんな社会になって欲しいか考える機会になった」といった感
想が聞かれ、学習会を通して参加者全員が高齢者問題を考え直す
機会になりました。　

おめでとうございます
令和７年秋の叙勲　★

　11月３日(月)、令和７年秋の叙勲が発令され、長年にわたる功績・功労により池本 興治氏が叙勲の栄誉に
浴されましたので、ご紹介します。この度のご栄誉を心からお慶び申し上げます。

旭日双光章　池本 興治氏 (生名)
　池本氏は、昭和57年10月から平成16年9月まで生名村議会に席をおき、合併後においても平成16年11月か
ら令和６年11月まで上島町議会に席をおき、合わせて11期42年の永きにわたり、旧生名村および上島町の発
展に尽力され、産業建設委員会委員、総務文教厚生委員会委員、議会運営委員会副委員長を務めるなど住民福
祉の向上、地域振興発展に寄与されました。
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島々の話題

12/7　
(日)

「Let’sゆめしまサイクリング～瀬戸内海を楽しまないかい～」
第5回自転車甲子園で2度目となる最優秀賞を受賞した弓削高校生が企画！！

　弓削ひだまり公園で開催された「Let’s ゆめしま
サイクリング～瀬戸内海を楽しまないかい～」は、
第5回自転車甲子園で2度目の最優秀賞を受賞した
弓削高校の生徒が企画したイベントです。　
　高校生がコース案内役となるE‑BIKEガイドツ
アーでは、ゆめしま海道の魅力やおすすめスポット
を丁寧に紹介し、参加者の皆さんからは、生徒たち
のわかりやすい説明に大変感心したとの声が寄せら
れました。また、園児を対象とした交通安全教室で
は、高校生が左右確認の方法を実演しながら、楽し
く交通ルールを学び、園児たちも安全意識を高める
ことができました。本イベントを通じて、弓削高校
生は企画力・実践力を伸ばすことができ、次のステ
ップへとつながる貴重な経験となりました。今後の
更なる弓削高生の活躍を期待しております。

広報かみじま 2026.223

11月25日　自転車甲子園最優秀賞受賞　町長表敬訪問

▲ E-BIKEガイドツアーで参加者をガイドする高校生

▲ 交通安全教室で園児に教える高校生

参加者集合記念撮影



島々の話題

12/12　
( 金 )

弓削地区地域ふれあい学習会 in弓削高等学校　
 インターネットと人権　

　弓削高等学校において、「インターネットと人権」をテーマ
に地域ふれあい学習会を開催しました。今年もうらしま学舎塾
長の中裏修平さんを講師にお迎えし、ワークショップ形式での
学習を行いました。
　ワークショップでは、ＳＮＳを中心に「写真の投稿はどこま
でＯＫか」「発信する際に気をつけることは何か」などについ
て意見交換を行いました。参加者は具体的な事例を通して、正
しいＩＴリテラシーと人権意識の大切さを学びました。
　高校生からは「ＳＮＳの使い方を見直すきっかけになった」
「普段聞くことのない地域の方の考えを聞けてよかった」など
の声が寄せられ、ＳＮＳ利用を考え直すよい機会となりまし
た。

12/12
( 金 ) 岩城老友会・寿会が伝統文化伝承活動

岩城小5.6年生 しめ縄づくり教室　

　岩城小学校体育館において、岩城小学校５・６年生が
「しめ縄づくり教室」に参加しました。これは、しめ縄づ
くりを通して、昔から受け継がれてきた知恵と技術を学
び、地域の人たちとの交流を深めることを目的に、毎年岩
城の老友会と寿会の方々を講師として招き実施しているも
のです。子どもたちは講師が前もって準備した、地元岩城
で採れた藁たばやウラジロ、葉つきみかん等を使って、し
め縄づくりに挑戦しました。最初は緊張しながら藁に触れ
ていましたが、講師の皆さんの手ほどきでコツをつかみ、
楽しみながらしめ縄を仕上げていきました。

12/13
( 土 ) 町内外から約30名が参加

三秀園大しめ縄づくり　

　お正月を前に、生名島の三秀園において、地域の
恒例行事である「三秀園大しめ縄づくり」が開催さ
れました。三秀園は「男装の女傑」と呼ばれた麻生
イトによって造園された日本庭園であり、園内の池
のほとりには上島町指定有形文化財の立石（メンヒ
ル）があります。当日は約１時間かけて３本の藁束
をねじり合わせて大しめ縄を制作し、その後にメン
ヒルに新しい大しめ縄を固定しました。会場では自
宅用のしめ飾りづくりも行われ、老若男女が楽しみ
ながら新年を迎える準備に取り組みました。
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島々の話題

【入賞者の皆さん】

　毎年、愛媛県と愛媛県歯科医師会では、80歳以
上で、機能する自分の歯が20本以上ある方を対象
に「元気歯つらつコンクール」を開催しています。
　今年度は上島町から、４名の方が入賞されまし
た。「食べたら、歯みがきをする」「定期的に歯石
除去に行く」など、特別な事としてではなく日常生
活の習慣として口腔ケアを行っているとのことで
す。
　受賞者の皆さま、誠におめでとうございます。

「元気歯つらつコンクール」受賞
　〜健康な歯をいつまでも〜

村上 秀一さん（生名）

藤本 吉信さん（弓削）

藤原  武さん（生名）

★

福井 満祥さん（岩城）

1/１
( 木 ) 〜上島町スポーツ協会〜

新春走り初め大会

　毎年元旦恒例、立石山から初日の出を拝む走り初め大会が今年も開催され、地元の方はもちろん、帰省した
方も多く参加し、早朝にも関わらず60人以上の方が集まりました。生名島のパワースポットである立石山遺
跡の磐座から初日の出を拝み、参加者全員で今年一年の健康を祈願しました。　
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① 

土
の
酸
性
度
と
作
物
の
生
育

② 

作
物
の
好
適
な
土
壌
ｐ
H　

④ 

石
灰
資
材
の
使
用
上
の
注
意

③ 

土
壌
ｐ
H
の
変
化　
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農作物の生育と石灰資材

しまなみ
農業だより

　

土
の
化
学
性
の
指
標
と
し
て
土
壌

ｐ
H
（
ど
じ
ょ
う
ペ
ー
ハ
ー
）
と
い
う

土
の
酸
性
～
ア
ル
カ
リ
性
を
示
す
数
値
が

あ
り
ま
す
。
野
菜
や
カ
ン
キ
ツ
栽
培
の
教

科
書
に
は
必
ず
石
灰
で
土
壌
ｐ
H
の
調

整
を
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
土
壌
ｐ
H
の
重
要
性
と
農
作
物
の

生
育
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
植
物
は
、
土
に
含
ま
れ
る
多
く
の
養
分

が
水
に
溶
け
た
状
態
で
根
か
ら
吸
収
さ
れ

　

主
要
な
農
作
物
の
好
適
な
土
壌
ｐ
H

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
多
く
の
農
作
物

は
、
中
性
土
壌
（
土
壌
ｐ
H
６
～
７
）

で
よ
く
育
ち
ま
す
が
、
例
外
と
し
て
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
弱
酸
性
を
好

み
ま
す
。　
　

　
ア
ル
カ
リ
の
土
で
栽
培
す
る
と
ジ
ャ
ガ

写真１ 

図１ 土壌ｐＨによる肥料成分の溶解度

表１ 主要作物の好適ｐH

　

農
業
で
使
用
す
る
主
要
な
石
灰
資
材

は
、
石
灰
を
焼
い
て
加
水
精
製
し
た
消
石

灰
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
混
和
し
た
苦
土
石

灰
、
生
（
焼
）
石
灰
、
カ
キ
ガ
ラ
や
ア
コ

ヤ
ガ
イ
な
ど
の
貝
殻
を
粉
砕
し
た
有
機
石

灰
（
商
品
名
：
サ
ン
ラ
イ
ム
な
ど
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

生
石
灰
は
水
と
反
応
す
る
と
熱
を
発

し
、
酸
度
矯
正
力
が
強
く
、
土
が
硬
化
し

や
す
い
の
で
一
般
の
畑
で
は
使
用
し
ま
せ

ん
。
一
般
的
に
は
酸
度
矯
正
が
緩
や
か
な

消
石
灰
や
苦
土
石
灰
、
有
機
石
灰
が
使
い

や
す
く
、
粉
の
資
材
が
多
い
な
か
、
粒
状

苦
土
石
灰
は
ま
き
や
す
い
資
材
と
な
っ
て

い
ま
す
。
有
機
石
灰
は
、
酸
度
矯
正
だ
け

で
な
く
土
の
微
生
物
が
増
加
し
て
土
が
柔

ら
く
な
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
土
壌
ｐ

Ｈ
を
ア
ル
カ
リ
側
に
１
上
昇
さ
せ
る
た

め
に
は
10
a
当
た
り
1
0
0
k
g
が

必
要
で
、
急
激
な
ｐ
Ｈ
の
上
昇
を
避
け

る
た
め
１
回
に
ま
く
量
は
10
a
当
た
り

1
0
0
k
g
が
適
量
で
す
。

　
ま
た
、
有
機
石
灰
以
外
は
肥
料
と
の
同

時
・
近
接
散
布
す
る
と
化
学
反
応
に
よ
り

肥
料
効
果
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
野
菜
で
は
施
肥
の
１
～
２
週
間
前
に

土
と
混
和
し
、
果
樹
類
で
は
１
月
～
２
月

の
休
眠
期
の
施
用
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ど
う
し
て
も
施
肥
と
の
同
時
・
近
接
散

布
の
際
は
有
機
石
灰
を
使
用
し
ま
す
。

　

土
壌
ｐ
H
は
、
多
く
の
肥
料
成
分
の

溶
け
や
す
さ
に
影
響
し
、
5

・

0
以
下

の
酸
性
や
7

・

5
以
上
の
ア
ル
カ
リ
性

に
な
る
と
溶
け
に
く
い
成
分
が
多
く
あ
り

ま
す
（
図
１
参
照
）。
作
物
の
養
分
吸
収

の
過
不
足
は
欠
乏
症
や
過
剰
症
と
呼
ば
れ

る
生
育
障
害
（
例
：
写
真
１
）
の
原
因
と

な
り
、
土
壌
ｐ
H
は
植
物
の
養
分
吸
収

に
お
い
て
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

ま
す
。

　
植
物
が
必

要
と
す
る
養

分
は
自
然
界

か
ら
供
給
さ

れ
る
も
の
と

肥
料
や
堆
肥

と
し
て
人
が

与
え
る
も
の

が
あ
り
ま

す
。

イ
モ
で
は
、
そ

う
か
病
な
ど
の

病
気
が
発
生
し

や
す
く
な
り
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は
木
が
成
長
し

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ト
マ

ト
や
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
な
ど
は
石

灰
の
利
用
度
が

高
く
、
植
え
付

け
前
に
必
ず
石

灰
資
材
が
必
要

で
す
。　

　
上
島
町
内
の
土
質
の
大
部
分
は
花
崗
岩

（
か
こ
う
が
ん
）
と
い
う
火
山
灰
か
ら
形

成
さ
れ
た
土
の
た
め
、
酸
性
化
し
や
す
い

土
質
で
す
。
さ
ら
に
、
雨
に
よ
り
土
に
含

ま
れ
る
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
が
水
で
流
亡
し

や
す
く
、
ま
た
、
化
学
肥
料
（
酸
性
肥
料

が
多
い
）
の
利
用
に
よ
り
酸
性
化
が
助
長

し
ま
す
。
実
際
に
は
、
土
の
酸
性
度
の
測

定
を
行
い
、
土
の
状
態
を
み
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
例
外
的
に
石
灰
岩
の
あ
る
地
域

で
は
逆
に
ア
ル
カ
リ
化
し
や
す
い
畑
が
あ

り
、
弓
削
地
区
は
過
去
に
石
灰
石
の
採
掘

を
し
て
い
た
の
で
例
外
的
に
ア
ル
カ
リ
性

の
強
い
地
帯
（
畑
）
が
存
在
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。



　【令和 7 年度全国統一防火標語】　

 「急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし」

令和７年12月出動件数　（令和７年12月31日現在）

地区 弓削 生名 岩城 魚島 その他 合計 R7累計

火災   0　    0 　0  ０  0    0 　1

救急   8  13　　　4  ０  2  27 393

【上島町消防署】 　　　　　  ☎77-4118
【上島町消防本部消防防災課】　☎77-3166

一緒に守ろう、私たちの島、あなたのチカラを消防団に
消防団員絶賛募集中！
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火災・救急・救助は

消 防 だ よ り

林野火災注意報・警報の発令中は
たき火を延期してください！

　令和８年１月から、火災予防条例の改正にともない、
林野火災注意報及び警報の運用を開始しています。
　注意報・警報の発令中のたき火は延期し、発令されて
いない時も下記のことに注意してください。

上 島 町 消 防 団 員   絶 賛 募 集 中 ！！ 　
◆消防団とは　
　　本業を持ちながら、ボランティア精神により、地域の安
　全と安心を守るため活躍している非常勤特別職の地方公務

　員です。

　　消火活動や風水害への対応、大規模災害や林野火災、住

　民への防火・防災の啓発活動などには、地域に根ざした消

　
防団員の方々が欠かせません。

◆現在の活動状況（平常時・災害時およびその他への取り組み）

　　上島町消防団は、４方面隊（全11分団）で編成されて

　います。日頃は災害時に備えて訓練や資機材、消火栓の点

　検などを実施しています。また、災害発生時には現場に出

　動して活動をしています。　

◆上島町消防団への入団方法

　　上島町内に居住、または勤務する18歳以上の健康な方。

　※問い合わせは、上島町消防本部（消防防災課）までご連

　　
絡ください。（消防防災課　☎️７７－３１６６）

◆その他

　　
活動手当、年報酬の支給、退職金の支給もあります。

住宅用火災警報器を点検・交換しましょう！

消防出初式

〇点検は定期的に
・本体ボタンを押すか、付属の紐を引きます。
・正常な場合、正常を知らせる音声や警報音が鳴ります。
・少なくとも年に２回は点検しましょう。
　（春・秋火災予防運動の時期に実施することを推奨）

反応しない場合は、すぐに交換しましょう！

伐木講習 幹部・新人合同研修

〇事前に必ず消防署へ連絡する。
〇強風時や乾燥注意報発令時は行わない。
〇家庭ごみの焼却は行わない。
〇すぐ消火できるように水バケツ等の消火用具を準備する。
〇周囲に燃えやすい物がある場所では行わない。
〇火の粉が飛ばないように少しずつ燃やす。
〇たき火をしている時は、その場から離れない。
〇再燃しないよう水を使って確実に消火する。

点検方法

〇交換の目安は10年
　設置年数は設置の時に記入した設置年月や交換期限を確認
できます。
　記載がない場合は、製造年でおおよその時期が分かりま
す。
設置から10年以上の場合も交換しましょう！

本体裏に製造年月を記載



　
戸籍だより 

出 生 おめでとうございます

H A P P Y  B I R T H D A Y

１歳のお誕生日おめでとう

人口の動き 令和7年12月31日現在
※（　）は前月比です。

【人口の増減】　転入等 13人　転出等 22人　出生 3人　死亡 21人

区分 男 女 合　計 世帯数

弓　削 １, ３９９
（▲４）

１, ３１５  
（▲7）

２, ７１４
（▲1１）

１, ７２４
（▲9）

生　名 ６２４
（▲8）

６８５
（▲4）

１, ３０９
（▲1２）

７８９
（▲７）

岩　城 １, ０１３
（▲4）

７５８
（１）

１, ７７１
（▲3）

１, ０６５
（▲3）

魚　島 ６９
（０）

５８
（▲1）

１２７
（▲1）

９３
（▲1）

合 計 ３，１０５
（▲１６）

２, ８１６
（▲1１）

5，９２１
（▲２７）

３, ６７１
（▲２０）

令和7年３月生まれの赤ちゃん写真募集 

■締切 2月4日(水)　

■投稿方法　

各総合支所への投稿またはメール
（kikaku-joho@town.kamijima.ehime.jp）
★赤ちゃんの顔写真１枚★
①住所　②名前　③性別　④生年月日　⑤保護者名

　⑥電話番号 　⑦メッセージ

　　　　

死 亡 ご冥福をお祈りいたします　

青
あおやま
山　節

せつこ
子	 １１月３０日	　９３歳（弓削）

大
おおばやし

林加
か ち こ

千子　　　１２月　４日　	９４歳（弓削）
二
にのみや
宮　伸

のぶし
志	 １２月１１日	　７４歳（生名）

沖
おきた
田　昌

まさひろ
博　　１２月１６日　	７２歳（弓削）

土
つちだ
田　祐

ゆうこ
子　　１２月１６日　８８歳（弓削）

濱
はまだ
田　伸

しんいち
一	 １２月１７日	　８７歳（生名）

村
むらかみ
上美

み つ よ
津代　　１２月１７日　８８歳（生名）

村
むらかみ
上　有

ありちか
隣　　１２月１７日　８２歳（弓削）

大
おおもと

本　春
は る こ

子　	 １２月１９日	　９２歳（生名）
天
てんま
間　春

はるえ
江　　１２月１９日　９７歳（生名）

村
むらかみ
上　典

のりこ
子	 １２月２０日	　９６歳（岩城）

西
にしなか
中　和

かずいち
一　　１２月２２日　	９２歳（弓削）

村
むらかみ

上　善
よししげ

重　　１２月２３日	　９８歳（弓削）
菊
きくもと
本　洋

ひろみち
迪	 １２月２５日	　８６歳（弓削）

池
いけもと
本　静

しずこ
子　　１２月２５日　	９５歳（生名）

西
にしむら
村　信

のぶこ
子　　１２月２５日　７８歳（岩城）

濱
はまぐち
口　延

のぶこ
子　　１２月２６日	　９４歳（生名）

碓
うすい
井　弘

ひろこ
子　　１２月２６日　	８５歳（弓削）

池
いけもと

本　照
てるかず

一　　１２月２８日	　８９歳（生名）

　2月14日生まれ
山
やまうえ

上 帆
ほ ま れ

稀くん（弓削）

お兄ちゃん達と仲よくたくましく
大きくなってね ！　
　翼＆美和　

MESSAGE
■弓削総合支所 住 民 課　☎0897-77-2503
■生名総合支所 町民生活課　☎0897-76-3000
■岩城総合支所 町民生活課　☎0897-75-2500
■魚島総合支所 町民生活課　☎0897-78-0011

上
うえむら
村　樹

いつき
　　　裕樹・沙織（弓削）

松
まつい
井　桜

さ な
凪　　 元気・ひとみ（岩城）

古
ふるもと
本　杏

あ さ
朝　　 蒼志・里佳（岩城）

※戸籍だよりは、上島町各総合支所窓口へ届け出に来ら
れた方で、掲載の了解をいただいた方のみを掲載してい
ます。掲載をご希望の方は、上島町各総合支所住民課ま
たは町民生活課へご連絡ください。

次の方に寄付をいただきました。紙上より厚くお礼
申し上げます。

寄 付 
敬称略／12月31日までの受付　

【ふるさと納税（上島町宛）】
・「人が元気なまちづくり」に関する事業
　　高橋　剛　　河　幸美　　
・「子供が元気なまちづくり」に関する事業

　　
津田 真理子　　山下　甲　　小池 祐晟　　田中 正樹

　・「生業が元気なまちづくり」に関する事業

　　

前田 達嗣　　總山 雄一　　西澤　亮
　・上島町ゆめしま奨学金

　　

金子 建児　　田代 英明　　春名 美佐子　　神野 千鶴子

　

　　

森分 一有　　田崎 史康

　

・弓削高校魅力化プロジェクトの支援

　

　　

越智 祐誠　　西村 由里子

　　

・弓削商船高等専門学校の支援

　　

川本 美緒　　畦　義則　　畦　幸恵　　畦　恵司　

※一般寄付、ふるさと納税を行っていただいた方のうち、氏名等の
広報誌への掲載については、希望された方のみ掲載しています。

※ふるさと納税については、紙面の都合により氏名のみの掲載とし
ています。

広報かみじま 2026.2 28



行事カレンダー行事カレンダー

今月の税金の納期限 
納期限までに必ず納めましょう ３/2（月）

○固定資産税第　４期分
○国民健康保険税　第８期分
○後期高齢者医療保険料　第８期分

上島町２月行事カレンダー・潮汐表　　
日 予　　　　　　定 潮 高　　潮 低　　潮

時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位

1日(日) 中 11:08 360 22:48 305  4:29 ▲10 17:19 87

2日(月) 潮湯休館日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人権相談（せとうち交流館 10:00〜12:00） 大 11:49 368 23:34 319 5:16 ▲22 17:59 71

3日(火) スポレク体育館休館日　　　　 大 12:26 368 - - 5:59 ▲24 18:36 59

 4日(水) 人権相談　（魚島開発総合センター 10:00〜12:00）　　　　　　
潮湯水中歩行講座（10：30〜11：15）　　　 大 0:17 326 13:02 361 6:39 ▲15 19:11 52

 5日(木) 大 0:58 325 13:35 346 7:17 3 19:46 51

 6日(金) 潮湯水中歩行講座（10：30〜11：15）　　　 中 1:39 317 14:06 326 7:54 30 20:20 55

 7日(土) 中 2:20 302 14:36 304 8:29 63 20:55 64

 8日(日) 　　　　　　 中 3:04 281 15:05 280  9:05 98 21:31 75

 9日(月) 潮湯休館日　 小 3:54 259 15:35 256 9:43 133 22:14 88

10日(火) スポレク体育館休館日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行政相談（岩城コミュニティセンター 10:00〜12:00）　 小 5:02 240 16:09 233 10:31 165 23:10 100

11日(水) 建国記念の日　　　　　 小 6:41 232 17:07 214 12:09 189 - -

12日(木) 行政相談（せとうち交流館 10:00〜12:00）　　　 長 8:27 242 18:53 205  0:34 105 15:01 186

13日(金) 令和７年度上島町島おこし協力隊活動報告会
（せとうち交流館大ホール　18:00 〜 19:40）　 若 9:31 262 20:22 213  2:07 96 15:59 168

14日(土) 中 10:09 283 21:20 231 3:10 78 16:29 149

15日(日) 　　　　　　　 中 10:39 303 22:04 254 3:54 57 16:54 128

16日(月) 潮湯休館日 大 11:06 320 22:42 279 4:32 37 17:18 106

17日(火) スポレク体育館休館日 大 11:33 334 23:19 303 5:07 19 17:43 84

18日(水) 潮湯水中歩行講座（10：30〜11：15）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行政相談（魚島開発総合センター 10:00〜12:00） 大 12:01 344 23:56 323 5:41 7 18:11 63

19日(木) 大 12:31 349 - -  6:15 3 18:40 44

20日(金) 潮湯姿勢改善水中運動（10：30〜11：15）　 中 0:33 336 13:01 347 6:51 7 19:12 31

21日(土) 中 1:13 341 13:33 338 7:28 21 19:47 24

22日(日) 中 1:56 337 14:08 323 8:07 44 20:26 24

23日(月) 天皇誕生日　潮湯休館日 小 2:45 323 14:47 303  8:51 75 21:12 31

24日(火) スポレク体育館休館日　 小 3:43 304 15:33 279 9:43 109 22:07 44

25日(水) 潮湯水中歩行講座（10：30〜11：15）　　 小 4:59 286 16:35 255 10:54 140 23:20 56

26日(木) 長 6:35 280 18:05 240 12:40 157 - -

27日(金) 若 8:06 293 19:40 245  0:53 57 14:26 145

28日(土) 中 9:15 315 20:56 267 2:21 43 15:34 120

広報かみじま 2026.229
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インストラクター　　西村すみれ　吉田成真

潮湯だより

※�当施設をご利用の際は、
　水着・水泳帽を着用してください。

水中歩行講座

海水温浴施設 潮湯　☎74-0808 営業時間　10:00 〜 19:00

しおのゆ

今月の
テーマ

脚腰を鍛えよう！！　　10：30 〜 11：15

姿勢改善水中運動

2月号

6日（金） 18日（水） 20日（金）4日（水）

10：30 〜 11：15 姿勢の崩れは肩こりや腰痛・冷え
性などの原因にもつながります。
水の特性を活かして運動し、正し
く美しい姿勢を目指しましょう♪25日（水）

　潮湯は、海水の特性（浮力・抵抗・成分等）を利用した全身浴・部分浴・体操・歩行等の運
動浴治療法が行える海水温浴施設です。定期的に健康講座を開催しています。潮湯に興味は
あるけど、どんな風に体を動かせばよいかわからないという方にもおすすめです！海水の浮力で
膝や腰の痛みを少なくし、軽やかに運動してみませんか。ぜひ、ご参加ください！

第９回 かみじま子ども体験教室
〜オリンピアン2人によるスポーツ教室〜

　1月4日（日）、いきなスポレク公園多目的グラウ
ンドにおいて、生名島出身のオリンピアン村上幸史
さんが代表を務めるＹ－ＴＲＡＮＩＮＧ、上島つな
がるプロジェクト実行委員会、いきなスポレクによ
るスポーツ教室が開催されました。今回は「走る」
と「投げる」に特化したもので、上島町から17名、
因島から 12 名の参加がありました。「走る」は
400m走や400mリレーでシドニー五輪等に出場し
た田端健児さん、「投げる」はやり投げでロンドン
五輪等に出場した村上幸史さんたちから、動作の基
本や身体の使い方から教わり、それぞれの専門家か
ら学ぶ貴重な機会となりました。▲ 講師の方たちと記念撮影　左：「走る」の参加者　右：「投げる」の参加者　

▲ 村上幸史さんと関西独立リーグ堺シュライクスの﨑山颯人投手から
　「投げる」動作を学ぶ

▲ 田端健児さんから「走る」動作を学ぶ
▲ 最後に、西武ライオンズの木瀬 翔太投手、元阪神
タイガース投手の佐藤 蓮さんと一緒にキャッチボール


